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【まとめと展望】 今回ＢＲＳＶ対策として、飼養形態に応じて母牛の分娩１か月前にワ

クチンを接種して移行抗体をそろえる方法と、導入後に２回のワクチンを接種して子牛の

抗体価をそろえる方法で今季のＢＲＳＶ病に臨んでいくこととした。今後、変更したワク

チンプログラムについて牛群の抗体価を追跡調査し、治療費、及び衛生費の面からもワク

チンの費用対効果を検討していく予定である。 

また、ワクチンの１回接種のみを望む農家に対しては、今回の調査結果を踏まえて３～

４か月齢での接種を指導、推奨していくこととした。 

ワクチンの接種にあたっては、「牛群全体の抗体価を一定レベルにそろえる」ことで発症

しにくい牛群を作ることが重要である。今後も衛生対策や環境改善の指導と併せて、必要

であれば農場ごとのワクチンプログラム作成にも対処していきたい。 

 


